
(57)【要約】

【課題】平板状の地板と、地板に直交する方向に、地板

から所定の角度で、かつ、所定の長さだけ自体から延出

した給電体とを有するアンテナ装置に関し、小型、薄型

のアンテナ装置を提供することを目的とする。

【解決手段】本発明は、平板状の地板と、地板に直交す

る方向に、地板に対して所定の角度で、かつ、所定の長

さだけ地板から延出した給電部とを有するアンテナ装置

であって、給電部を地板端部から地板から直交する方向

に所定の長さ延出した板状の部材から構成したことを特

徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
平 板 状 の 地 板 と 、 該 地 板 に 直 交 す る 方 向 に 、 前 記 地 板 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 、 か つ 、 所 定
の 長 さ だ け 該 地 板 か ら 延 出 し た 給 電 部 と を 有 す る ア ン テ ナ 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 給 電 部 は 、 前 記 地 板 の 端 部 か ら 前 記 地 板 か ら 直 交 す る 方 向 に 所 定 の 長 さ 延 出 し た 板
状 の 部 材 か ら 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 給 電 部 は 、 前 記 板 状 の 部 材 の 前 記 地 板 と は 反 対 側 の 端 部 を 切 り 欠 い た 形 状 と さ れ た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 給 電 部 は 、 半 円 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 給 電 部 は 、 前 記 板 状 の 部 材 の 面 を 前 記 地 板 に 対 し て 傾 斜 さ せ た 構 成 と さ れ た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 給 電 部 は 、 前 記 地 板 に 平 行 な 方 向 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 給 電 部 は 、 前 記 板 状 の 部 材 を 前 記 地 板 に 取 り 付 け る こ と に よ り 構 成 さ れ た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 地 板 は 、 プ リ ン ト 配 線 板 上 に 導 電 パ タ ー ン に よ り 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 項 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 プ リ ン ト 配 線 板 は 、 高 誘 電 材 料 か ら 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の ア ン
テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 地 板 及 び 前 記 給 電 部 は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 上 に 地 板 用 パ タ ー ン 及 び 給 電 用
パ タ ー ン を 形 成 し た 構 成 と さ れ て お り 、
　 前 記 給 電 用 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 部 分 を 前 記 地 板 用 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 部 分 に 対 し て
折 曲 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 給 電 部 を 前 記 地 板 か ら 直 交 す る 方 向 に 所 定 の 長 さ 延 出 し た 構
成 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 給 電 用 パ タ ー ン は 、 半 円 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ア ン テ ナ 装 置 に 係 り 、 特 に 、 平 板 状 の 地 板 と 、 地 板 に 直 交 す る 方 向 に 、 地 板 か
ら 所 定 の 角 度 で 、 か つ 、 所 定 の 長 さ だ け 自 体 か ら 延 出 し た 給 電 体 と を 有 す る ア ン テ ナ 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 レ ー ダ ー 測 位 や 大 伝 送 容 量 の 通 信 が 可 能 で あ る こ と か ら Ｕ Ｗ Ｂ （ ultra-wide ban
d） を 利 用 し た 無 線 通 信 技 術 が 注 目 さ れ て い る 。 Ｕ Ｗ Ｂ は 、 ２ ０ ０ ２ 年 に 米 国 Ｆ Ｃ Ｃ （ fed
eral communication commission） に よ り 周 波 数 帯 域 が ３ ． １ ～ １ ０ ． ６ Ｇ Ｈ ｚ で の 使 用
が 認 可 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｕ Ｗ Ｂ は 、 パ ル ス 信 号 を 広 い 帯 域 の 周 波 数 で 発 信 し て 通 信 を 行 う 。 こ の た め 、 Ｕ Ｗ Ｂ に
用 い ら れ る ア ン テ ナ に は 広 帯 域 で 送 受 信 が 可 能 な 構 造 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 少 な く と も Ｆ Ｃ Ｃ で 認 可 さ れ た ３ ． １ ～ １ ０ ． ６ Ｇ Ｈ ｚ の 周 波 数 帯 域 で の 使 用 を 目 的 と
し た ア ン テ ナ と し て 、 地 板 と 給 電 他 か ら 構 成 さ れ た ア ン テ ナ が 提 案 さ れ て い る （ 非 特 許 文
献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 従 来 の ア ン テ ナ 装 置 の 一 例 の 構 成 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ （ Ａ ） に 示 す ア ン テ ナ 装 置 １ ０ は 地 板 １ １ 上 に 、 円 錐 を 反 転 さ せ た 形 状 の 給 電 体 １
２ を 配 置 し た 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 給 電 体 １ ２ を 構 成 す る 円 錐 は 、 そ の 側 面 が 地 板 １ １ に 直 交 す る 軸 １ ３ に 対 し て 角
度 θ と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 角 度 θ に よ っ て 所 望 能 特 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ （ Ｂ ） に 示 す ア ン テ ナ 装 置 ２ ０ は 地 板 １ １ 上 に 、 円 錐 体 ２ ２ ａ と そ れ に 内 接 す る 球
体 ２ ２ ｂ と か ら 構 成 さ れ る 涙 滴 状 の 給 電 体 ２ ２ を 配 置 し た 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 ２ ０ ０ ３ 年 　 電 子 情 報 通 信 学 会 　 B-1-133　 FCC認 可 UWB周 波 数 帯 の 水 平
面 内 無 指 向 性 ・ 低 VSWRア ン テ ナ 、 谷 口 琢 也 ・ 小 林 岳 彦 （ 東 京 電 機 大 ） （ ３ 月 22日 発 表 　 B2
01教 室 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か る に 、 従 来 の 広 帯 域 ア ン テ ナ 装 置 は 、 平 板 状 の 地 板 上 に 円 錐 形 状 又 は 涙 滴 形 状 の 給
電 体 を 配 置 し た 構 成 で あ る の で 、 大 型 で あ り 、 小 型 化 、 薄 型 化 が 望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 小 型 、 薄 型 の ア ン テ ナ 装 置 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 平 板 状 の 地 板 と 、 地 板 に 直 交 す る 方 向 に 、 地 板 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 、 か つ
、 所 定 の 長 さ だ け 地 板 か ら 延 出 し た 給 電 部 と を 有 す る ア ン テ ナ 装 置 で あ っ て 、 給 電 部 を 地
板 端 部 か ら 地 板 か ら 直 交 す る 方 向 に 所 定 の 長 さ 延 出 し た 板 状 の 部 材 か ら 構 成 し た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 給 電 部 は 、 板 状 の 部 材 の 地 板 と は 反 対 側 の 端 部 を 切 り 欠 い た 形 状 と さ れ た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 給 電 部 は 、 板 状 の 部 材 の 面 を 地 板 に 対 し て 傾 斜 さ せ た 構 成 と さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 給 電 部 は 、 地 板 に 平 行 な 方 向 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 給 電 部 は 、 板 状 の 部 材 を 地 板 に 取 り 付 け る こ と に よ り 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 地 板 及 び 給 電 部 は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 上 に 地 板 用 パ タ ー ン 及 び 給 電 用 パ タ ー
ン を 形 成 し た 構 成 と さ れ て お り 、 給 電 用 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 部 分 を 地 板 用 パ タ ー ン が 形
成 さ れ た 部 分 に 対 し て 折 曲 さ せ る こ と に よ り 、 給 電 部 を 地 板 か ら 直 交 す る 方 向 に 所 定 の 長
さ 延 出 し た 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 給 電 部 を 地 板 か ら 直 交 す る 方 向 に 所 定 の 長 さ 延 出 し た 板 状 の 部 材 か ら
構 成 す る こ と に よ り 、 小 型 、 薄 型 化 が 可 能 と な る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 〔 第 １ 実 施 例 〕
　 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ３ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 三 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 の ア ン テ ナ 装 置 １ ０ ０ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ 、 ア ン テ ナ 部 １ ０ ２ 、 高 周 波
回 路 部 １ ０ ３ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ は 、 樹 脂 、 あ る い は 、 セ ラ ミ ッ ク な ど の 誘 電 体 、 例 え ば 、 FR-4、
CEM3な ど か ら 構 成 さ れ て お り 、 そ の 表 面 に は 電 子 部 品 １ １ １ が 搭 載 さ れ て い る 。 電 子 部 品
１ １ １ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ 上 で 導 電 パ タ ー ン １ １ ２ に よ り 接 続 さ れ 、 高 周 波 回 路 部
１ ０ ３ を 構 成 し て い る 。 高 周 波 回 路 部 １ ０ ３ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ 上 に 形 成 さ れ た マ
イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン １ １ ３ に よ り ア ン テ ナ 部 １ ０ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ア ン テ ナ 部 １ ０ ２ は 、 地 板 １ ２ １ 及 び 給 電 部 １ ２ ２ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 地 板 １ ２ １ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ に 形 成 さ れ た 地 板 用 の 導 電 パ タ ー ン １ ２ １ ａ 、 及
び 、 １ ２ １ ｂ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 導 電 パ タ ー ン １ ２ １ ａ 、 １ ２ １ ｂ は 、 接 地 パ タ ー ン
に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 給 電 部 １ ２ ２ は 、 給 電 板 １ ３ １ 、 及 び 、 固 定 部 １ ３ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 給 電 板 １ ３ １ は
、 金 属 板 を 成 形 す る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 給 電 板 １ ３ １ は 、 略 円 形 状 に 記 載
し て い る が 、 給 電 体 １ ２ 、 ２ ２ を そ の 中 心 軸 を 含 む 平 面 で 切 断 し た と き の 断 面 形 状 と 略 同
等 の 形 状 と さ れ て い る 。 だ た し 、 給 電 板 １ ３ １ は 、 円 形 状 、 涙 滴 状 で あ っ て も よ く 、 要 は
、 必 要 と す る 周 波 数 帯 域 の 電 波 を 送 受 信 で き る 形 状 で あ れ ば こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な
い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 給 電 板 １ ３ １ は 、 例 え ば 、 Ｕ Ｗ Ｂ の 周 波 数 帯 域 で あ る ３ ． １ ～ １ ０ ． ６ Ｇ Ｈ ｚ で 通 信 を
行 う 場 合 に は 、 中 心 線 Ｃ に 対 す る そ の 周 縁 部 の 角 度 θ が ４ ０ ° ～ ８ ０ ° 、 高 さ Ｈ が 約 ２ ５
ｍ ｍ に 設 定 さ れ る 。 な お 、 こ の と き 、 高 さ Ｈ は 、 送 受 信 に 用 い る 最 低 周 波 数 の （ λ ／ ４ ）
程 度 に 設 定 さ れ る 。 例 え ば 、 周 波 数 帯 域 が ３ ． １ か ら １ ０ ． ６ Ｇ Ｈ ｚ の と き に は 、 ３ ． １
Ｇ Ｈ ｚ の （ λ ／ ４ ） に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 こ の と き 、 地 板 １ ２ １ は 、 給 電 板 １ ２ ２ の 底 面 形 状 よ り 僅 か に 大 き く な る よ う に
そ の 幅 Ｗ が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 設 定 に よ り 、 Ｕ Ｗ Ｂ の 周 波 数 帯 域 で あ る ３ ． １ ～ １ ０ ． ６ Ｇ Ｈ ｚ で Ｖ Ｓ Ｗ Ｒ の ピ ー
ク 値 を ３ ． ０ よ り 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 固 定 部 １ ３ ２ は 、 給 電 板 １ ３ １ の 下 部 、 矢 印 Ｚ ２ 方 向 の 端 部 に 、 溶 接 に よ り 、 あ る い は
、 給 電 板 １ ３ １ と 一 体 成 形 す る こ と に よ り 設 け ら れ て い る 。 固 定 部 １ ３ ２ に は 、 矢 印 Ｚ ２
方 向 に 延 出 す る 爪 部 １ ３ ２ ａ を 有 す る 。 爪 部 １ ３ ２ ａ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ の 矢 印 Ｘ
２ 方 向 端 部 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 １ ０ １ ａ に 装 着 さ れ 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ の 裏 面 、 矢 印
Ｚ ２ 方 向 側 の 面 で 折 曲 さ れ 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ に 半 田 付 け す る こ と に よ り 固 定 さ れ る
。 こ れ に よ っ て 、 給 電 板 １ ３ １ が プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ に 対 し て 矢 印 Ｚ １ 方 向 に 直 立 し て
固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 固 定 部 １ ３ ２ は 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ に 半 田 付 け さ れ て 、 プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ 上 に
パ タ ー ン 成 形 さ れ た マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン １ ４ １ の 一 端 が 接 続 さ れ る 。 マ イ ク ロ ス ト
リ ッ プ ラ イ ン １ １ ３ は 、 導 電 パ タ ー ン １ ２ １ ａ と 導 電 パ タ ー ン １ ２ １ ｂ と の 間 に 矢 印 Ｘ １
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、 Ｘ ２ 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン １ １ ３ の 他 端 は 、 高 周 波
回 路 部 １ ０ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 給 電 部 １ ２ １ の 形 状 を 円 錐 体 で 構 成 す る 場 合 に 比 べ て 小 型 、 薄 型 化
が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 ア ン テ ナ 装 置 １ ０ ０ を 小 型 、 薄 型 に で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 〔 第 ２ 実 施 例 〕
　 図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ５ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 三 面 図 を 示 す 。 同 図
中 、 図 ２ 、 図 ３ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 例 の ア ン テ ナ 装 置 ２ ０ ０ は 、 ア ン テ ナ 部 ２ ０ １ の 構 成 が 第 １ 実 施 例 と は 相 違 す る
。 ま た 、 本 実 施 例 の ア ン テ ナ 部 ２ ０ １ は 、 給 電 部 ２ ２ １ の 形 状 が 第 １ 実 施 例 の 給 電 部 １ ２
１ の 形 状 と は 相 違 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 例 の 給 電 部 ２ ２ １ は 、 給 電 板 ２ ３ １ の 平 面 形 状 が 給 電 板 １ ３ １ を 略 半 分 の 高 さ （
１ ／ ２ ） Ｈ で 切 断 し た 形 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 給 電 板 ２ ３ １ の 高 さ を 略 半 分 の （ １ ／ ２ ） Ｈ 程 度 の 高 さ と す る こ と
が で き る た め 、 薄 型 化 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 〔 第 ３ 実 施 例 〕
　 図 ６ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ７ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 三 面 図 を 示 す 。 同 図
中 、 図 ４ 、 図 ５ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 例 の ア ン テ ナ 装 置 ３ ０ ０ は 、 ア ン テ ナ 部 ３ ０ ２ の 構 成 が 第 ２ 実 施 例 と は 相 違 す る
。 ま た 、 本 実 施 例 の ア ン テ ナ 部 ３ ０ ２ は 、 給 電 部 ３ ２ ２ の 構 成 が 第 ２ 実 施 例 の 給 電 部 ２ ２
２ の 構 成 と 相 違 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 例 の 給 電 部 ３ ２ ２ は 、 給 電 板 ３ ３ １ を プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ １ に 対 し て 角 度 φ だ け
傾 け て 固 定 す る 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の た め 、 給 電 板 ３ ３ １ が 固 定 部 １ ３ ２ に 対 し て 角 度 φ だ け 傾 い て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 ア ン テ ナ 装 置 ３ ０ ０ の 高 さ Ｈ ２ を 傾 斜 に 応 じ た 高 さ Δ Ｈ だ け 低 く す
る こ と が で き る 。 な お 、 こ の と き 、 高 さ Δ Ｈ は 、
　 Δ Ｈ ＝ （ １ ／ ２ ） Ｈ － ｛ （ １ ／ ２ ） Ｈ × ｓ ｉ ｎ φ ｝
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 よ っ て 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 給 電 板 ３ ３ １ の 高 さ を 略 半 分 の （ １ ／ ２ ） Ｈ よ り さ ら に 低
く す る こ と が で き 、 更 な る 薄 型 化 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 〔 第 ４ 実 施 例 〕
　 図 ８ は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 ９ は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の 三 面 図 を 示 す 。 同 図
中 、 図 ２ 、 図 ３ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 例 の ア ン テ ナ 装 置 ４ ０ ０ は 、 ア ン テ ナ 部 ４ ０ ２ の 構 成 が 第 ３ 実 施 例 と は 相 違 す る
。 ま た 、 本 実 施 例 の ア ン テ ナ 部 ４ ０ ２ は 、 給 電 部 ４ ２ ２ の 構 成 が 第 ３ 実 施 例 と は 相 違 す る
。 さ ら に 、 本 実 施 例 の 給 電 部 ４ ２ ２ は 、 固 定 部 ４ ３ ２ の 構 成 が 第 ３ 実 施 例 と は 相 違 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 例 の 固 定 部 ４ ３ ２ は 、 給 電 板 ２ ３ １ を 矢 印 φ 11方 向 及 び 矢 印 φ 12方 向 に 回 動 自 在
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に 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ０ は 固 定 部 ４ ３ ２ の 分 解 斜 視 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 固 定 部 ４ ３ ２ は 、 基 部 ４ ４ １ 及 び 回 動 部 ４ ４ ２ 並 び に 保 持 部 ４ ４ ３ か ら 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 基 部 ４ ４ １ は 、 固 定 部 １ ３ ２ と 同 様 に 爪 部 ４ ５ １ を 有 し 、 爪 部 ４ ５ １ を プ リ ン ト 配 線 板
１ ０ １ の 貫 通 孔 １ ０ １ ａ に 貫 通 さ せ て 、 半 田 付 け す る こ と に よ り 固 定 さ れ る 。 基 部 ４ ４ １
は 底 面 部 ４ ５ ２ の 形 状 が 略 半 球 面 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 回 動 部 ４ ４ ２ は 、 球 体 部 ４ ６ １ 及 び 給 電 板 固 定 部 ４ ６ ２ か ら 構 成 さ れ て い る 。 球 体 部 ４
６ １ は 、 基 部 ４ ４ １ の 半 球 面 上 の 底 面 部 ４ ５ ２ に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 保 持 部 ４ ４ ３ は 、 略 円 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。 保 持 部 ４ ４ ３ は 、 孔 部 ４ ７ １ に 給 電 板 固
定 部 ４ ６ ２ が 貫 通 す る 。 保 持 部 ４ ４ ３ は 、 基 部 ４ ４ １ に ネ ジ ４ ８ １ な ど に よ り 固 定 さ れ 、
基 部 ４ ４ １ と と も に 、 回 動 部 ４ ４ ２ の 球 体 部 ４ ６ １ を 挟 持 し 、 回 動 自 在 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 給 電 板 固 定 部 ４ ６ ２ は 、 球 体 部 ４ ６ １ に 固 定 さ れ お り 、 球 体 部 ４ ６ １ の 回 動 に 応 じ て 回
動 す る 。 給 電 板 固 定 部 ４ ６ ２ の 先 端 は ネ ジ ４ ９ １ に よ り 給 電 板 ２ ３ １ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ に よ っ て 、 給 電 板 ２ ３ １ が 矢 印 φ 11方 向 及 び 矢 印 φ 12方 向 に 回 動 自 在 に 保 持 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 給 電 板 ２ ３ １ が 矢 印 φ 11方 向 及 び 矢 印 φ 12方 向 に 回 動 自 在 に 保 持 さ
れ て い る た め 、 電 波 の 送 受 信 状 態 に 応 じ て 給 電 板 ２ ３ １ の 地 板 １ ２ １ に 対 す る 角 度 な ど を
調 整 で き る 。 給 電 板 ２ ３ １ が 矢 印 φ 11方 向 及 び 矢 印 φ 12方 向 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 給
電 板 ２ ３ １ と 地 板 １ ２ １ と の 整 合 性 、 指 向 性 を 調 整 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 送 受 信 の
最 適 化 を 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 調 整 後 に は 、 回 動 部 ４ ４ ２ を 基 部 ４ ４ １ な ど に 半 田 付 け す る こ と に よ り 、 給 電 板
２ ３ １ の 回 動 位 置 を 固 定 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 〔 第 ５ 実 施 例 〕
　 図 １ １ は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 の 斜 視 図 、 図 １ ２ は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 の 三 面 図 を 示 す 。
同 図 中 、 図 ２ 、 図 ３ と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 実 施 例 の ア ン テ ナ 装 置 ５ ０ ０ は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 ５ ０ １ 上 に ア ン テ ナ 部
５ ０ ２ 、 及 び 、 高 周 波 回 路 部 １ ０ ３ を 搭 載 し た 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 ５ ０ １ は 、 折 曲 可 能 な フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 か ら 構 成 さ れ
て お り 、 そ の 表 面 に は 電 子 部 品 １ １ １ が 搭 載 さ れ て い る 。 電 子 部 品 １ １ １ は 、 フ レ キ シ ブ
ル プ リ ン ト 配 線 板 ５ ０ １ 上 で 導 電 パ タ ー ン に よ り 接 続 さ れ 、 高 周 波 回 路 部 １ ０ ３ を 構 成 し
て い る 。 高 周 波 回 路 部 １ ０ ３ は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 ５ ０ １ 上 に 形 成 さ れ た マ イ
ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン １ １ ３ に よ り ア ン テ ナ 部 ５ ０ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ア ン テ ナ 部 ５ ０ ２ は 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 ５ ０ １ 上 に 形 成 さ れ た 導 電 パ タ ー ン
に よ り 形 成 さ れ て お り 、 地 板 部 ５ ２ １ 及 び 給 電 部 ５ ２ ２ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 地 板 部 ５ ２ １ は 、 導 電 パ タ ー ン ５ ２ １ ａ 、 及 び 、 ５ ２ １ ｂ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 導 電
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パ タ ー ン ５ ２ １ ａ 、 ５ ２ １ ｂ は 、 接 地 パ タ ー ン に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 給 電 部 ５ ２ ２ は 、 導 電 パ タ ー ン ５ ３ １ か ら 構 成 さ れ る 。 給 電 パ タ ー ン ５ ３ １ は 、 給 電 体
１ ２ の 球 体 部 分 を そ の 中 心 軸 を 含 む 平 面 で 切 断 し た と き の 断 面 形 状 と 略 同 等 の 形 状 と さ れ
て い る 。 な お 、 給 電 体 １ ２ の 全 体 を そ の 中 心 軸 を 含 む 平 面 で 切 断 し た と き の 断 面 形 状 と 略
同 等 な 平 面 形 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 導 電 パ タ ー ン ５ ３ １ は 、 例 え ば 、 Ｕ Ｗ Ｂ の 周 波 数 帯 域 で あ る ３ ． １ ～ １ ０ ． ６ Ｇ Ｈ ｚ で
通 信 を 行 う 場 合 に は 、 中 心 線 Ｃ に 対 す る そ の 周 縁 部 の 角 度 θ が ４ ０ ° ～ ８ ０ ° 、 高 さ Ｈ が
約 ２ ５ ｍ ｍ に 設 定 さ れ る 。 な お 、 こ の と き 、 高 さ Ｈ は 、 送 受 信 に 用 い る 最 低 周 波 数 の （ λ
／ ４ ） 程 度 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 こ の と き 、 地 板 部 ５ ２ １ は 、 給 電 パ タ ー ン ５ ２ ２ の 底 面 形 状 よ り 僅 か に 大 き く な
る よ う に そ の 幅 Ｗ が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 上 記 設 定 に よ り 、 Ｕ Ｗ Ｂ の 周 波 数 帯 域 で あ る ３ ． １ ～ １ ０ ． ６ Ｇ Ｈ ｚ で Ｖ Ｓ Ｗ Ｒ の ピ ー
ク 値 を ３ ． ０ よ り 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の ア ン テ ナ 装 置 ５ ０ ０ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ３ は ア ン テ ナ 装 置 ５ ０ ０ の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま ず 、 図 １ ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ５ ０ １ 上 に 地 板 部 ５ ２ １ を パ タ
ー ン 化 し た 導 電 パ タ ー ン ５ ２ １ ａ 、 ５ ２ １ ｂ 及 び 給 電 部 ５ ０ ２ を パ タ ー ン 化 し た 導 電 パ タ
ー ン ５ ２ ２ を 含 む 導 電 パ タ ー ン を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 図 １ ３ （ Ｂ ） フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ５ ０ １ 上 に 電 子 部 品 １ １ １ を 搭 載 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 図 １ ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 一 点 鎖 線 で 示 す 部 分 で フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ５ ０ １ を
９ ０ 度 、 折 曲 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 上 に よ り 、 図 １ １ 、 図 １ ２ に 示 す よ う な ア ン テ ナ 装 置 ５ ０ ０ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 給 電 部 １ ２ １ の 形 状 を 円 錐 体 で 構 成 す る 場 合 に 比 べ て 小 型 、 薄 型 化
が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 ア ン テ ナ 装 置 ５ ０ ０ は 小 型 、 薄 型 に 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 〔 そ の 他 〕
　 上 記 ア ン テ ナ 装 置 １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ を モ ー ル ド 樹 脂 で モ ー ル ド す る こ と に よ り 、 波 長 圧 縮
効 果 に よ っ て 、 見 か け 上 、 受 信 す る 波 長 が 短 縮 さ れ る た め 、 短 縮 し た 波 長 に 応 じ て ア ン テ
ナ 装 置 １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ の サ イ ズ を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 の ア ン テ ナ 装 置 の 一 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 三 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 三 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 三 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 の 三 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 固 定 部 ４ ３ ２ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 の 三 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 ア ン テ ナ 装 置 ５ ０ ０ の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
１ ０ ０ ～ ５ ０ ０ 　 ア ン テ ナ 装 置
１ ０ １ 　 プ リ ン ト 配 線 板 、 １ ０ ２ 　 ア ン テ ナ 部 、 １ ０ ３ 　 高 周 波 回 路 部
１ １ １ 　 電 子 部 品 、 １ ２ １ 　 地 板 、 １ ２ １ ａ 、 １ ２ １ ｂ 　 導 電 パ タ ー ン
１ ２ ２ 　 給 電 部 、 １ ３ １ 、 ２ ３ １ 　 給 電 板 、 １ ３ ２ 　 固 定 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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